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6人の先生と10冊の本
下宮　忠雄
　「オスロ」は渋谷の旧東邦生命ビル31階にあったレストランの名である。
俳優の加藤剛の行く店とかで、私も1976年ごろから通うようになった。ス
カイレストランという形容語から分かるように、窓際から外を眺めると、
池袋のサンシャインが見られ、まさしく空に浮かぶレストランという感じ
である。Osloは古代ノルド語で「神の森」（heiliger　Hain）の意味だ。キ
リスト教以前のことばである。
　北欧肉魚野菜料理40種類、食べ放題、飲み放題のバイキング形式で、夕
方5時から2時間のサービスタイム3，000円ということから、大学院の学
生と一緒に勉強会をかねて、年に一二回行ったものだ。1980年代は、多少
とも懐が暖かかったので、学生は半額で、私が残りを負担したこともあっ
た。あのころは幹事を5回とか10回とか勤めると、お店からご褒美が出る
という掲示が出ていて、60回でオスロ名誉市民証がもらえるとあった。私
は5回でビールの栓抜きをもらった。その後、経営者がかわり、この制度
はなくなった。料金はのちに4，500円、5，500円になったが、それでも新宿
に比べれば3分の2である。家族と一緒に行ったことも二三回あったが、
まだ小さかった子供たち3人は果物とジュースばかりとっていた。1990年
代になると、学生も私も余裕がなくなり、回数がぐっと減った。30年間健
在だったこのオスロが2004年5月31日に閉店となることを知り、2004年
5月26日㈱に、私はMichael　Feldt先生に応援を求めて、私の古代ノルド
語の授業とフェルト先生の大学院の演習の学生と合同の計12名でひとく
ち発表会十食事会を行った。
　1980年代には古いゲルマン語を大学院でやっていた。オスロでの勉強会
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はノルド的（＝北欧的）飲食をしながら、自分たちの作品（ひとくち作品）
を発表するものだった。私は頭韻（alliteration）を用いて、古代ノルド語
や古代英語の詩を作ったりした。『本の手帖』（cahier　des　livres）1963年
10月号、特集・西脇順三郎の人と作品（昭森社）という雑誌が手元にあり、
扉に1923年Oxfordにてという西脇の写真が載っている。自分の書棚をス
リム化するたびに、不要な書物類は徐々に捨てていったが、最後まで残っ
たものの一つだ。古代英語の素養もあるこの詩人は、市河三喜とはまた別
の魅力がある。私は名句やことわざも好きだったので、これは学部での授
業にも大いに取り込んだ。2行詩を作る課題は学生も随分とのって来た。
アンデルセンの156篇の童話の一つに「ABCの本」（ABC－bogen，1855）
という作品があり、その「CはコロンブスのC、コロンブスは海を越えて
行った、そして大地は二倍に大きくなった」という2行詩からヒントを得
たものである。デンマーク語原文は弱強4歩格（iambic　tetrarneter）、脚
韻を踏んだ美しい作品である。学生の作品のうちで最も気に入っているの
は「シンデレラ、鐘が鳴っても王子を愛す。人魚姫、泡になっても王子を
愛す」（1994年、東海大学デンマーク語1年、羽田笑子）である。私は当時、
そこで非常勤をしていた。渋谷の「オスロ」での私の作品を1つ掲げる。
古代ノルド語で作った8行詩「人魚姫」で、Tryggr　Niδahofは私の名前を
古代ノルド語に訳したものである。太字は頭韻を示す。太字の縦を見ると
Andersen、斜字体を見るとShimomiyaで、　anagramになっている。単語
はできるかぎりEddaのGlossarから用いている。　Litil　sj6mおr（eptir　H．
C．Andersens”Den　lille　havfrue‘‘，　norren　oktet　af　Tryggr　Ni6ahof）
1．Ar　var　alda　alfagr　sj6meer，　　　　　1．むかしむかし、美しい人魚がいた。
2．Neer　N6atOni　var　nonno　heimstoδ．　　2．彼女の住居は海辺にあった。
3．Dr6ttir　dr6　til　dr6ttinsゐδs，　　　　　3．乙女は王子のもとに行った。
4．Elska6i　erfinga，　eiga　vildi　til　manns．　4．彼女は王子を愛し、結婚したかった。
5．R6δ　ok　rak　hana　til　rokkrs　6fagnaδrar．5．彼女は決心し魔女のもとへ急いだ。
6．Sj6m詑r　sat　n6　f　sal　borgar　hos　mildom，6．人魚はいま美しい王子のもとにいた。
＿24　＿
渋谷の「オスロ」と6人の先生と10冊の本（下宮　忠雄）
7．Enn　P6　erfingi　elskaδi　itrborna．　　　　7．しかし王子は別の王女を愛していた。
8．Nanna　namak，　enn　naut　at　4stskum．　8．彼女は結婚できず、海の泡になった。
　表題にある6人の先生は1954年から1982年の間にめぐり合った次の
方々で、私の70年の生涯に大きな影響を与えた。①前島儀i一郎（1954）、
②森田貞雄（1960）、③矢崎源九郎（1961）、④Prof．　Johann　Knobloch
（1965－67、Bonn）、⑤泉井久之助（1975）、⑥服部四郎（1982）。
①前島儀一郎先生のこと（1954）
　前島儀一先生（ユ904－85）の名を知ったのは1952年、私が高校2年のと
きだった。大学書林から出たばかりの『英独比較文法』の著者であるが、
内容は英語とドイツ語の比較だけでなく、古代英語、古代高地ドイツ語、
古代ノルド語、ゴート語などをも参照した、ゲルマン諸語全体を視野に入
れての比較文法であり、単なる対照文法ではない。欧米の類書は音論と形
態論のみの場合が多いが、前島先生のは統辞論、意味論、文体論も含む広
範なものである。序文に「私の処女作（昭和17年）は戦争の犠牲となり、
戦後、川本茂雄氏の手を介して大学書林から出版されることになった……」
とあるので、この点をのちに伺ったところ、三省堂から出る予定だったが、
印刷寸前で戦火のために工場が消失したとのことだった。昭和17年といえ
ば、先生が38歳の時の作品である。私は70歳になってしまったが、いま
だに先生を超えられずにいる。その後まもなく、先生は市河三喜・高津春
繁共編『世界言語概説』上巻（研究社、1952）の中で「オランダ語」「デン
マーク語・スウェーデン語・ノルウェー語」を執筆していることを知り、
ますます前島先生に傾倒して行った。
　病気で1年間高校を休学した問に、岩波全書のラテン語入門やギリシア
語入門を読んだ。高校卒業後、経済的事情で大学進学は3年ほどおあずけ
にして就職し、旺文社という出版社に勤めた（1954－61）。最初の1年は洋
書部勤務だったので、英独イ∠、書に自由に接することができた。はじめて前
島先生にお目にかかったのは、1954年8月だった。「夏休みになると暇にな
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りますから遊びにいらっしゃい」とのお便りをいただいた。当時、先生は
成城大学教授で、お宅は成城にあった。ここは先生の恩師である市河三喜
（1885－1970、東京帝国大学名誉教授、英語学）のお住まいもあり、学者村
だが、後にタレントの町にもなった。小柄で美人の奥様である前島清子さ
んは津田塾大学英文科の出身で、後に成城短期大学の教授になった。一色
マサ子さんなどより私のほうが優秀だったのよ、と自己紹介した。一色マ
サ子さんはパウル・クリストファセンの『冠詞』の訳注を英語学ライブラ
リー（研究社）の1冊として出し、後に津田塾大学教授になった。戦前の
人はみな英語の先生になるためにカームの『シンタックス』を暗記するほ
ど読んだそうだ。私はそのころ神田の古本屋で買った有坂秀世の『音韻論』
（三省堂1940、第2版1947）を読んでいたので、形態音韻や形態音韻論に
ついて儀一郎先生にたずねたが、先生はこの方面にはあまり興味を示さな
かった。その後、先生は新村猛先生（名古屋大学仏文科教授）から誘われ
て、そこの仏文科でフランス語学や古代フランス語の授業を担当し、最近
は古代英語と同じくらいに楽に古代フランス語を読めるようになりまし
た、などと言っておられた。後に『英仏比較文法』（大学書林、1961）が出
版された。この年に私は早稲田大学第二文学部の英文科を卒業し、東京教
育大学大学院に進学することになり、旺文社を退職した。『英仏比較文法』
は前述の『英独比較文法』と同じ精神のもとに書かれ、ロマンス語学入門
をも兼ねたものである。没後出版の『英独仏語・古典語比較文法』（大学書
林、1987）を含めた先生の三部作の中では、この『英仏』が最も光って見
える。
　先生にはその後『イェスペルセン自叙伝』（研究社、1962）の翻訳がある
が、これはデンマーク語からの翻訳で、世界初のものであり（出版社の都
合で3分の2に抄訳）、英訳はやっと1995年に出版された（ALinguist’s
Life。　An　English　Translation　of　Otto　Jespersen’s　Autobiography　with
notes，　photos　and　a　bibliography　by　David　Stoner，　annotated　by　Jorgen
Erik　Nielsen．　Odense　University　Press，1995，　xx，380　pp．240　dkr．）。
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G・キルヒナーの『アメリカ語法事典』（大修館書店、1983）は先生を含む
4名の翻訳だが、先生が大部分の作業をしたと奥様が言っておられた。私
は編集部の山本茂男氏からの依頼で『言語』への書評のために1200頁もの
校正刷を非常勤の日大国際関係学部（三島）に向かう車中で読んだものだっ
た。アメリカ語法ではMexican　life　as　she　is　lived（メキシコ生活の実態）、
Music，　all　ready　？Then　let　her　go！（みな用意はよいか？演奏始め
だ！）、Ismell　her（コーヒーの匂いがする）のように無生物名詞が女性名
詞扱いされる。
　前島先生と同じ時期に私をこの方面に駆り立ててくれたもう一人は高津
春繁先生（1908－73、東大名誉教授）で、『比較言語学』『印欧語比較文法』
（ともに岩波全書、1950、1954）の著者である。『比較言語学』を購入した
のは高校3年の時で、これぞわが道と予感したのだが、実際に先生とお話
する機会はほとんどなく、後に私が弘前大学助教授の時代に、ハンス・ク
ラー工著『言語と先史時代』（紀伊国屋書店、1970）の拙訳をお送りした時
に礼状をいただいた程度の関係に終わってしまった。
　高校2年の休学中に読んだもう一つの本は乾輝雄『英独V、露四国語対照
文法』（冨山房、再版1942）だった。この本は文字、発音、文法（437頁）
と語彙（発音記号つき、135頁）からなり、むさぼるように読んだ。語彙は
基本語2500語が英語見出しで、ドイツ語、フランス語、ロシア語が付せら
れている。ロシア語の発音記号は本邦初の試みではないだろうか。参考文
献が掲げられていないので、著者がどんな本で勉強したか分からないが、
ロシア語の説明や用例は、明らかに、G6schen叢書のErich　Berneker：
Russische　Grammatik（Leipzig　1902とLeipzig　1906の2冊がいま私の
手元にある）から採ったものが見受けられた。著者には『大東亜言語論』
（冨山房、1944）、『英独仏単語記憶法』G藁ILLI房、1948）があり、入杉貞利
編『岩波ロシヤ語辞典』（1935）の序文に「乾輝雄君はロシヤ語の見出語を
タイプライターで打ってくれた」と書いてある。
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②森田貞雄先生のこと（1956）
　森田先生（1928－）に初めてお目にかかったのは1956年、教文館で開催
された北欧文化協会の講演会の帰りであった。先生のお名前を知ったのは
平凡社の『世界文化地理大系、第14巻、北ヨーロッパ』（1955）において
である。先生のことを、早稲田大学英文科卒、1952－53フルブライト留学生
としてノースカロライナ大学独文科留学、1953－54デンマーク政府招聰留
学生としてコペンハーゲン大学言語学科に留学、論文『英語における北欧
語の影響』などと紹介があった。その翌年、先生は早稲田大学講師となり、
私も同じ年（1957）にその第二文学部英文科に入学したのだが、授業で先
生に教わる機会には恵まれなかった。先生はヴァイキングについての英語
テキストを教材に用いておられ、そのクラスの生徒たちをうらやましいと
思ったものだ。その後はずっと森田先生こそ目指す人と仰いだ次第である。
1959年に先生の『デンマーク語文法入門』（大学書林）が出版されたので、
その本を携えて、友人の小黒昌一氏（のち、早稲田大学文学部教授）と理
工学部の学生と3人で、夏休みに先生のお宅に伺ってデンマーク語の手ほ
どきを受けた。その内容はデンマーク語の発音と特徴であった。文法は本
に書いてあるから読めば分かるが、発音だけは「手ほどき」が必要だ。ソ
シュールのsignifiantとsignifi6はイェルムスレウではudtrykとind－
hold（表現と内容）に当るんだよ、などと伺った。全部で3回ほどであった
が、あるとき、下宮君のアールは全然だめだな、と言われた。ルッチュバー
ン（rutschbane、ジェットコースター）がオシュバーンと聞こえるんだよ、
と。この時、理論的に口蓋音のアールと説明されているフランス語・ドイ
ツ語のアールを初めて体験したのだった。最後の授業の時、先生の奥様が
ビールとチーズをご馳走してくれて、チーズがこんなにおいしいものだと
いうことを初めて知った。先生は、早稲田では、一応、ゆるやかな関係に
おいて川本茂雄先生のグループであるが、いわば、突然変異であった。そ
の後、先生の『アイスランド語文法』（大学書林、1982、第2版2003）が出
て、前書とともに、わが国でのパイオニア的書物になった。先生は日本ア
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イスランド学会の会長になられたが、1998年3月に早稲田大学を定年・退官
して、名誉教授になられた。
　1961年1月、早稲田大学第二文学部英文科の卒業論文「べ一オウルフに
おける格のシンタックス」（400字69枚）はお粗末なものだが、Old　English
にまだ豊富に残っているinstrumental　dativeを中心に用例を収集したも
のである。テキストには最良の刊本F．　Klaeberを用い、文法と理論には
Henry　Sweet，　Otto　Jespersenはもちろん、　B．　Delbruck，　Synkretismus．
Ein　Beitrag　zur　germanischen　Kasuslehre．　Strassburg　1907やR．　Ja－
kobson，　Beitrag　zur　allgemeinen　Kasuslehre．　Gesamtbedeutungen　der
russischen　Kasus（Travatlx　du　Cerlce　Linguistique　de　Prague，6，1936，
240－287）を利用した。後者のプラーグ言語学団論叢第6巻は1957年、私が
早稲田大学1年生の時にオランダの古本屋Jan　Peetから購入したのだが、
外務省に6米ドルを申請して大和銀行から送金するという面倒な手続きを
せねばならなかった。このTCLP第6巻はEtudes　d6di6s　au　quatrieme
congres　de　linguistesと副題がついており、これはコペンハーゲンで1936
年に開催されたquatri6me　congr6s　international　de　linguistesを指して
いるのであろうか。その目次を見ると、執筆者はK．　BUhler，　H．　Becker，
J．M．　Koテinek，　N．S．　Trubetzkoy，　A．　Martinet，　B．　Trnka，　V．　Brondal，
E．Polivanov，　L’．　Novak，　V．　Mathesius，　S．　Karcevskij，　E．　Seidel，
V．Skali6ka，　Fr．　Slotty，　E．　Utitz，　Zd．　Van6ura，　M．　Regula，　R．　Wellek，
J．Rypka，0．　Fischer，　P．　Bogatyrev，　J．　Vachek，　R．　Jakobson，　P．　Trostと
なっており、必ずしもプラーグ学派的な名前ばかりではないが、全盛時代
がしのばれる。TCLPの存在は有坂秀世の『音韻論』で知った。早稲田大
学を卒業と同時に、旺文社を辞めた。7年間フルタイムで働いて得た退職
金7万円から、01ivettiのタイプライターを買った。34，SOO　Fqのところ、
福田陸太郎先生の紹介で5％値引きしてもらった。
③矢崎源九郎先生のこと（1961）
　矢崎源九郎先生（1921－67）には1961年2月、東京教育大学大学院の入
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学試験の面接の時に初めてお目にかかった。その前年の12月、私が早稲田
大学の卒業論文（べ一オウルフにおける格の用法）を準備していた時、4
年生の冬、東京教育大学文学部の掲示板に物色に行くと、言語学科の講義
題目に「ゲルマン語学講義」（矢崎源九郎）とあるではないか。その瞬間、
これぞまさに私が求めていたものであることを悟った。当時、古代英語、
古代ノルド語、ゴート語など古いゲルマン語を少し勉強していた私にとっ
て、この講義題目が非常に新鮮に、魅力的に映ったものだ。
　試験官は河野六郎先生（朝鮮語）と矢崎先生だった。矢崎先生はほとん
どお話なさらなかったが、最後に、もし貴君が合格したらHolger　Pedersen
の『19世紀言語学』（1924）をデンマーク語の原本で読みますから、とのこ
とだった。4月に私は晴れて矢崎門下生の一員となり、ノルド語学の家村
睦夫氏、意味論の倉又浩一氏などと一緒になり、言語学史上有名な上記の
本を読むことになった。この両氏からは、のちに、東京電気大学のドイツ
語非常勤の仕事をいただいたりした。デンマーク語の原典を読むのは初め
てだったし、この本を見るのも初めてだった。一週一週が、一学期一学期
が、新しい体験と興奮の連続だった。コピー機などない時代だったので、
家村さんと交代で3枚カーボン紙を重ねてタイプライターを打った。先生
所蔵のご本は戦後、尾崎義氏から矢崎先生が購入したもので、尾崎さんの
赤鉛筆のアンダーラインや書き込みで一杯だった。尾崎義（1903－69）は駐
スウェーデンー等書記官で、『フKンランド語四週間』1952、『スウェーデ
ン語四週間』1955の著者であり、北欧語を実践的にも理論的にもマスター
した最初の日本人である。外務省を定年退官後、東海大学文学部に北欧文
学科を創設し、最初の主任教授になったが、就任後1年もたたずに、1969
年2月に亡くなった。
　矢崎先生は健康上の理由で、食事は一日2回、それもトーストと玉子焼
きだけだと奥様から伺った。奥様はアンデルセン童話に出てくる少女のよ
うな顔をしておられた。1967年2月に、満46歳を待たずに先生が亡くなら
れた時、先生の著書・翻訳はちょうど100冊であった（その旨、東京教育
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大学英文科の福田陸太郎先生が書いておられる）。あの少量の食事で、どう
してあんなエネルギーが出るのだろうと、門下生はみな不思議に思ったも
のだ。実業家だったお父様の時代からの主治医がガンであることを最後ま
で見抜くことができず、他の医者に見てもらった時には、すでに手遅れだっ
た。先生はたいへん子煩悩で、長男の滋さん（いまテレビで活躍中）が高
校3年の時、われわれ数名を茗荷谷の喫茶店に招待して（先生は健康上の
理由でコーヒーなど飲めなかったが）、息子は来年大学受験なのにタバコな
ど吸って困っていると話した。だが、先生の心配は杞憂だった。滋（しげ
る）さんは東大英文科に現役で合格した。蛙の子は蛙の実例を目の前に見
たわけだ。私は滋さんが高校2年の時に英語の家庭教師をしたが、これが
唯一私の自慢話になっている。先生自身は東大言語学科の出身で、卒論は
服部四郎先生の指導でビルマ語だった（当時は大東亜言語圏が叫ばれてい
た）が、先生の興味は北欧文学にあった。先生はアンデルセン、イプセン、
ストリンドベルイなど北欧文学の名訳で知られる。お嬢さんはアヤという
名だったが、アはアンデルセン、ヤはデンマークの詩人ヤコブセン（先生
には『ここに薔薇の花ありせば』岩波文庫、の翻訳がある）からとったと
伺った。ある日曜日のこと、娘を連れて江の島に行くんだが、一緒に付き
合いませんかとお電話をいただき、ご一緒したことがある。東京教育大学
大学院に入学した時、先生から家庭教師の仕事を紹介していただいた。
　私は矢崎先生からノルド語学を習ったわけだが、この分野での私の業績
は、遅まきながら、先生が亡くなられて26年もたって、やっと『ノルウェー
語四週間』（大学書林、1993）として結実した。私はその本の序文に「……
北欧文学の美しい翻訳を多数世に送りながら、ついに北欧の地を一度も踏
むことなしに逝去した、東京教育大学大学院（1961－65）での恩師、故・矢
崎源九郎先生（1921－1967）の御霊前に本書を捧げる」と書いた。奥様にご
霊前に供えてくれるよう1冊お送りしたところ、お礼の電話をいただいた。
先生からは『19世紀言語学』のほかに、エッダやサガの講読も習ったが、
先生自身は、これらを誰から習ったわけでもない。すべて書物を通して習
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得なさったのである（この点、ソシュールの翻訳と、その内容に肉迫した
小林英夫先生1903－78と同じである）。北欧語学150年の歴史のあるドイツ
では事情が異なる。今日第一線に活躍している専門家は、それぞれの恩師
から習ったのであり、その師にはさらに師がいた。
　1967年2月、留学先のボンで矢崎先生の言卜報を受け取ったとき、私は古
代ノルド語で4行詩を作り、東京教育大学言語学論叢（1967）に掲載して
もらった。ここに古代ノルド語は省略し、日本語だけ掲げる：師はもはや
この地になく、ワルキューレに導かれてミッドガルド（人間の国）からア
スガルド（神の国）に去れり。オーディンとブリッガに迎えられ、ワルハ
ラに客人となりて、よき贈り物、よき飲み物とよき書物（エッダ）を受く。
あるいは、天使の白い翼に乗りてフィレンツェのアルノ川の上を舞う。
　矢崎先生は東大の学生時代に東京外国語学校から非常勤で来ていた粟田
三吾講師のイタリア語の授業に参加し、イタリア語・イタリア文学につい
ても造詣が深く、『イタリア語の話』（大学書林、1959）の著書がある。上
記の最後の行のアルノ川にかかるポンテ・ヴェッキオ（古い橋）はダンテ
とベアトリーチェが出会った場所として文学史上有名である。
　東京教育大学大学院の修士論文Dative　Absolute　in　Gothic（ゴート語に
おける独立与格、タイプ英文70枚、1964）はギリシア語の　Genitive　Abso・
luteがゴート語では機械的・直訳的にDative　Absoluteで訳されている（ギ
opsias　genom6nes＝ゴ　andanahtja　waurPanamma、夕方になると）の
だが、すべてがそうではなく、従属文で、つまり、ゲルマン語的なsyntax
で訳されていることも随所にあることを示した。Dative　Absoluteは翻訳
文体であり、後のゲルマン語には残らなかった。同様の表現は古代教会ス
ラヴ語や古代ロシア語（Ad．　Stender－Petersen，　Anthology　of　Old　Russian
Literature，　Columbia　University　Press，19622に例がたくさんあり）にも
見られるが、現代語には残らなかった。
④クノープロッホ先生のこと（1965）
　修士論文を提出した後、博士課程に進学できて、ゲルマン語学・比較言
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語学を専攻に定めた2年目の1965年8月にドイツ留学（DAAD、ドイツ学
術交流会）が決まって、7名の同期生と一緒にフランス郵船カンボージュ
号でドイッに向かうことになった。仲間の一人はすでに埼玉大学助教授で、
国立大学の教官は文部省から飛行機の旅費を支給された。私立大学の講師
や大学院学生であったわれわれ7人は往復旅費をDAADから支給された
のだが、当時は船のほうが安かった。エコノミークラスYokohama－
Marseille（英語綴りはMarseilles）片道20万円だが、安い切符は5万円か
らあると聞いた。5万円は船の倉庫に居住して、1日のうち1時間だけ甲
板に出られるそうだ。中学生のころからあこがれていたヨーロッパの土を
初めて踏んだのは、30歳の秋であった。1965年8月末、夕闇迫るマルセー
ユの港で、ドイツの旅行社パパグ・ロイド（Hapag－Lloyd）の係員がDAAD
からだと言って、Marseille－Brilon間の汽車の切符を渡してくれた。マル
セーユ中央駅のビルに18時（18hOO）を指す壁時計とsupermarch6（スー
パーマーケット）というフランス語がくっきりと見えた。これが活字なら
ぬ実物を見た最初の単語だった。Brilon　という小さな町のゲーテ校で9
月と10月の2か月間ドイツ語を受講することになっていたS氏、N氏と私
の3人は、その日の22：59発でマルセーユを発ち、Avignon，　Strasbourg，
Karlsruhe，　Bonn，　K61n，　Hagenを経て、翌日の19：00にBrilon・Wald駅
に着いた。TEE（Trans－Europa－Express、ヨーロッパ横断特急）などとい
う一単語も、実物と一緒に初めて知った。
　ブリロン・ゲーテ校での1日は午前8時の朝食から始まる。コーヒー、
ゆでタマゴ、ブレートヒェン（小型フランスパン）にバターかジャムを塗っ
て食べるのだが、戦後の空腹時代をまだ引きずっていた当時、同じ敗戦国
なのに、ドイツ人はこんなにおいしいものを食べているのかと感嘆してし
まった。Br6tchenこそ’最高のグルメだと、いまでも思っている。2か月ド
イツ語研修とドイッ生活体験の後、留学生はそれぞれの留学先の大学Ber－
lin，　Marburg，　K61n，　Bonnに散って行った。私は『言語学辞典』（Sprachwis－
senschaftliches　WOrterbuch，　Heidelberg，　Carl　Winter，1961－）の編著者
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Johann　Knobloch（1919－）のいるボン大学を選んだ。クノープロッホ教授
はKarl　Brugmann（Leipzig）の弟子であるWilhelm　Havers（Wien、『説
明的統辞論』Handbuch　der　erklarenden　Syntax，1931、の著者）の弟子
であるので、Herr　ShimomiyaはブルークマンのUrenkelschUler（ひ孫弟
子）だよ、などと言ってくれた。クノープロッホ先生は幼時からチェコ語
も話し、ウィーン大学東洋学研究所の助手時代に捕虜からジプシー語や
コーカサス系のチェルケス語を学び、そのテキストなどを刊行している。
印欧言語学、コーカサス言語学、一般言語学にも造詣が深く、私のどんな
質問にも、たちどころに答えてくれた。そのうち2つだけ紹介する。Sprach－
bund（言語連合）の用語は音韻論の創始者、プラーグ学派のN．S．　Trubetz－
koyからきていること、ボン（Bonn）の語源はケルト語で「居住地、村落」
の意味であること、である。先生が出版中の『言語学辞典』は最初10分冊
で10年ぐらいで完成する予定だったが、次から次に誕生する新しい術語も
考慮せねばならないために、第1分冊が出てから40年以上も経つのに、ま
だやっとGに達したところである。GeflUgelte　Worte（名句）の項では私
のTaschenw6rterbuch　der　geflUgelten　Worte　in　deutscher　und　anderen
europaischen　Sprachen（Tokyo、1994、同学社の『ドイツ・西欧ことわざ
名句小辞典』）を引用してくれた。1982年8月、東京で開催の第13回国際
言語学者会議（組織委員長・服部四郎）は統一テーマが1980年代の言語学
であったが、そこで、クノープロッホ先生は社会言語学のプリーナリー講
演を行った。
　ボン大学では、ほかにProf．　K．H．　Schmidt（1929－）の現代グルジア語入
門、ブルトン語入門、Prof．　Margarete　Woltnerの古代教会スラヴ語1、
Prof．　Hans　Rotheの古代教会スラヴ語IIなどをとった（教科書は両方とも
August　LeskienのHandbuch　der　altbulgarischen［altkirchenslavi－
schen］Sprache，　Heidelberg、初版1871、8．　Aufl．1962）。ヴォルトナー
女史はMax　Vasmerの高弟で、　Vasmerと一緒にZeitschrift　fUr　slavi－
sche　Philologieを編集していた。　Prof．　KH．　SchmidtはProf．　Gerhard
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Deeters（1892－1961）の高弟で、ケルト語でPromotionを、コーカサス語
でHabilitationをとった、分野的にきわめて興味深い学者である。日本で
は卒業論文も修士論文も大抵は同じ分野であるが、ドイツでは博士論文と
教授資格論文がかなり異なる分野で、しかも、それぞれの分野で一流の学
者であることが、しばしばある。Prof．　KH．　SchmidtはDie　Komposition
in　gallischen　Personennamen（1959）がJulius　Pokornyに認められて、
ケルト語の専門誌Zeitschrift　fUr　ceitische　PhilologieのMitherausgeber
に迎えられた。ガリア語（大陸ケルト語）は碑文に見られる人名や地名に
しか残っていないが、Devo－gnata－（神から生まれた、　cf．　Dio－genesゼウス
から生まれた）などは印欧語的特徴をよく保っている。この名は英国の作
家Osborne（古代ノルド語で神から生まれた）と同じ構成法である。　K．H。
Schmidt先生は若い時からAur61ien　Sauvageot（ウラル語学者）への
M61anges（Budapest，1972）へも寄稿しており、本当にすごい学者だと思っ
た。私はそのころ印欧語と接触しているウラル語族にも興味をもち、
Sauvageot，　Vilhelm　Thomsen，　Bj6rn　Collinder，　Gyula　D6csy，　Valentin
Kiparsky，　Ad．Stender－Petersenなども読んでいた。独文科の授業では
Einftthrung　ins　Gotische，　Althochdeutsche，　Mittelhochdeutsche，　EinfUh－
rung　in　die　deutsche　Philologieなどをとった。この4つは独文科の必修
科目で、ゴート語などは200人もの大クラスだった。ゴート語の成績はよ
かったが、時代が下がるごとに成績はわるくなった。
　1967年4月着任で、弘前大学人文学部英文学教室が英語学の専任を1名
探しているが、希望するかと矢崎先生からボンの私のところに問い合わせ
があり、よろしくお願いしますと返事した。この人事は矢崎先生が亡くな
られる直前に進めてくださった。私は1967年の夏学期までボンでの研究を
続けたかったので、半年遅れて、1967年10月から弘前大学人文学部に英語
学専任講師として赴任した。ここの英文学教室は専任4名のうち、3名が
東北大学の出身であった。弘前大学では英語学概論、英文法、英語学講読、
音声学、全学対象の言語学概論、教養i部の英語、ドイツ語、フランス語、
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ロシア語などを教えた。
⑤泉井久之助先生のこと（1975）
　泉井久之助先生（1905－83）は『広辞苑』の著者新村出の後任として京都
大学言語学教授、京都産業大学教授であった。1975年度の日本言語学会が
京都産業大学で開催された時、大会運営委員長であった先生が公開講演に
私を呼んでくださった。これは駆け出しの私にとっては大変な名誉であっ
た。泉井先生の「フンボルトについて」のあと、私は「バスク語・コーカ
サス語と一般言語学」（Le　basque，　le　caucasique　et　la　linguistique　g6n6－
rale）というテーマで講演を行った。この演題はグラーツ大学のロマンス語
学者フーゴー・シュハートの「バスク語と一般言語学」（Das　Baskische　und
die　Sprachwissenschaft，1925，　in：Schuchardt－Brevier，　hrsg．　von　Leo
Spitzer，2．　Aufl．　Halle　a．　Saale，1928，　Nachdruck　Darmstadt　1976）をも
じったものだった。講演論文は通常フリーパスで学会誌『言語研究』に採
用されるのだが、私のものは不可解な理由で却下され（後述の江先生が下
宮君、やられたね、と言ってくれたのが、せめてもの慰めとなった）、私は
やむを得ず学習院大学文学部の研究年報に掲載してもらった（1976）。
　その後、先生には私の『バスク語入門』（大修館書店、1979）のために推
薦のことばを書いていただいた。私から先生へのお返しは何もできなかっ
たが、先生が古代イタリア半島の言語を研究しておられた時、私がもって
いたVittore　PisaniのLe　lingue　dell’ltalia　antica　oltre　il　latino（古代イ
タリアのラテン語以外の言語、Torino，1976）を求めに応じてお貸しでき
たことが、多少お役に立てたと知って嬉しかった。先生はフンボルトのこ
とを「神経質なほどギリシア語に通じている」と言っているが、泉井先生
もラテン語とギリシア語に関しては専門家以上であるように見受けられ
た。先生の該博ぶりはメイエ・コーアン編・泉井久之助ほか訳『世界の言
語』（朝日新聞社、1954、xxxii、1237頁）の中にも見られる。この原著（第
1版）は1924年の出版であるが、先生はすべての語族について研究の概要
と文献の補遺をおこなっている。この日本語版は昭和19年（1944）に出版
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直前まで行っていたが、1944年、大阪大空襲のために紙型がすべて焼失し、
再度取り組んで完成したものである。戦争の被害は前述の前島先生の『英
独比較文法』もそうだし、ドイツにもいろいろあったろう。村山七郎先生
から聞いた話だが、ベルリン大学のMax　Vasmerは『ロシア語語源辞典』
のために収集したカードを1943年の空襲ですべて焼失した。しかし、戦後
もう一度執筆しなおして、1950－58年の短期間に全3巻を完成した。この語
源辞典はLeskienの古代教会スラヴ語ハンドブックとともに、ドイツの
Slavistikの頂点を語るもので、ロシア語訳が出ているほどである（4巻、
Moskva，1964－73）。泉井先生がバスク語やアルバニア語などマイナーな言
語についても造詣が深く直感が鋭いことは『ヨーロッパの言語』（岩波新書、
1968）にも伺える。印欧語族以外でお得意なのは、第二次世界大戦中に
フィールドワークを行うことのできた南島諸語で、市河三喜・服部四郎編
『世界言語概説』下巻（研究社、1955）の中に「マライ・ポリネシア諸語」
を執筆している。
　泉井先生が1979年に日本印欧学研究者専門会議（Conference　of　Indo－
Europeanists　of　Japan）を設立した時、第1回と第2回に私も発表者に呼
んでくれた。私は「能格、このふしぎなるもの」（ergativus，　casus　extraneus，
1979）、「ゲルマン民族におけるパン」（artologia　germanica，1980）を発表
した。それらは先生が創立した京都産業大学・国際言語科学研究所の所報
に印刷された。服部四郎先生が日本言語学会会長を任期2年で終了したあ
と、後任は泉井久之助先生になったのだが、私はある重要な書類を届ける
必要があって、日帰り新幹線で京都産業大学へ行ったことがあった（1977）。
それやこれやで、アルタイ語学の江実先生（岡LI」大学）から、君は両巨頭
に仕えたんだね、と言われた。
⑥服部四郎先生のこと（1982）
　服部先生とは授業での師弟関係はないが、1976年、日本言語学会の選挙
管理委員に私が繰上げ当選したことから、東京言語研究所（西新宿）でお
目にかかる機会が多くなり、1977年から、ここで開催されている理論言語
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学講座（運営委員長・服部四郎）の歴史言語学と比較言語学を担当するこ
とになり、受講者がミニマムの6名を切る1991年まで続いた。
　1982年東京で開催の国際言語学者会議（XIIIth　lnternational　Congress
of　Linguists）は服部先生の最後の大きな事業だった。第1回はオランダの
ハーグで1928年に組織委員長C．C。　Uhlenbeckにより開催されて以来、第
2回（1931、Gen色ve，　C．　Bally）、第3回（1933、　Roma，　P．E．　Pavolini）、
第4回（1936、Copenhagen，0．　Jespersen）、第5回（1939、　Bruxelles，　G．
van　Langenhove、第2次世界大戦のため中止）、第6回（1948、　Paris，　J．
Vendryes）、第7回（1952、　London，　R．　Turner）、第8回（1957、　Oslo，　A．
Sommerfelt）、第9回（1962、　Cambridge，　Mass．，　E．　Haugen）、第10回
（1967、Bucharest，1．　Iordan）、第11回（1972、　Bologna，　G．　Devoto）、
第12回（1977、Wien，　W．　Dressler）、第13回（1982、　Tokyo）に至った
ものである。東京のコングレスの時は会長（president）服部四郎、事務総
長（secretary－general）井上和子（ICU）、事務次長（associate　secretaries－
general）私と長嶋善郎（当時独協大学）が中心となり、30名からなる組織
委員会によって準備された。事務局は私の研究室に置かれた。この仕事の
おかげで、私はいろいろな学者と接触するようになり、多忙な中にも貴重
な体験を得た。私は組織委貝会に深くかかわったおかげで、社会言語学の
plenary　reporterに恩師Prof．　Knobloch（Bonn）、その司会にWerner
Winter（Kiel）、歴史言語学のplenary　reporterにCalvert　Watkins
（Harvard）、　Antonio　Tovar（Salamaca）などを呼ぶことができた。この
コングレスの成果はProceedings　of　the　13th　International　Congress　of
Linguists，　August　29－September　4，1982，　Tokyo，　Editors：Shiro　Hattori，
Kazuko　Inoue，　Associate　Editors：Tadao　Shimomiya，　Yoshio　Naga－
shima．　Tokyo　1983，　lxii，1453　pp．として出版された。ここには私の論文
はないが、このコングレスの歴史など種々の資料を作成し、奥付にラテン
語で「800部印刷、370部予約分を含む、東京プレス」と書いた。価格は
25，000円（予約価格15，000円）であった。WienのProceedingsは1，600
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部印刷したので大量に余ったとWolfgang　Dressler（Innsbruck）から聞い
ていたので、Tokyo（1982）は半分にしたのである。予約者に送付したあ
と、残りの400部は松浪有先生（東京都立大学）の仲介で三省堂が買い取っ
てくれた。2年後にはすべて売り切れ、急遽100部増刷したのだが、それ
も数年で売りつくした。コングレスの会場費（東京都市センター、600万
円）、送料・資料・プロシーディングズ印刷費など総予算は3，800万円で、
赤字にならずに済んだ。
　この言語学の国際会議は5年ごとに開催され、東京（1982）のあと、ベ
ルリン（1987）、ケベックシティ（1992）、パリ（1997）と続いた。このトッ
プの座（President　of　the　Comit6　lnternational　Permanent　des　Linguis－
tes）に20年間（1977－1997）あったロンドン大学のR．H．　Robins（その『言
語学史、第3版』が中村完・後藤斉訳で研究社から1992年に出た）は私の
顔を覚えていてくれて、その他の学会、ヨーロッパ言語学会、言語学史学
会、Henry　Sweet　Colloquiumなどでも、お会いするたびに挨拶を交わし
てくれた。Parisのregistrationでひまそうにしていたので、挨拶すると、
You　are　my　first　visitorと言って握手してくれた。パリの時、私はEl本
言語学会の代表として参加し、その報告は『言語研究』113号（1998）に掲
載された。第17回（2003、プラハ）の時も会議の報告を『言語研究』124
号（2003）に書く機会を得た。
　服部先生はRoman　Jakobsonと親しく、Studies　in　General　and
Oriental　Linguistics。　Festschrift　for　Shiro　Hattori（1968）はJakobson
とShigeo　Kawamotoの編集となっている。　Jakobsonの著書・論文の日本
語訳の権利はすべて服部先生にゆだねられた。そのことを知らずにいた東
北大学のK教授がJakobsonのForm　und　Sinn（Munchen，　Wilhelm　Fink，
1974）の翻訳を研究社との間にとりつけ、数人で分担翻訳することになり、
私はZur　Struktur　des　russischen　VerbumsとBeitrag　zur　allgemeinen
KasUslehreの翻訳をいただいた。後者は私の卒論にも利用したものであ
り、二つとも私にとって最も興味ある論文であったので、しかも研究社か
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ら出るというので、喜び勇んで仕事に取り組み、1976年の夏休みに200枚
の訳稿を完成した。しかし、その後、出版が不可能になったことを知らさ
れた。研究社はWilhelm　Finkとすでに契約書を取り交わし、前払金も支
払済であったが、JakobsonからWilhelm　Finkに対して日本語訳の権利は
すべてProf．　Hattoriに一任しているので、それ以外は許可しない、これを
犯す場合は法的手段に訴えるという手紙が研究社に寄せられた。このよう
なケースは他にもあると思われる。1979年、私はEugenio　Coseriuの
Lezioni　di　linguistica　generale（Torino　1973）の翻訳の仕事を得て、失
意から立ち直ることができた。ルーマニア生まれ、ウルグアイの
Montevideo大学を経てTUbingen大学ロマンス言語学教授になったエウ
ジェニオ・コセリウの翻訳は本邦初で、『一般言語学入門』と題して三修社
から3，000部印刷で出版された（1979、第2版1，200部、2003）。わが国で
は、英語以外からの言語学関係の翻訳は、ソシュールだけは例外だが、売
行部数が1桁違う。
　私が心血を注いだ仕事の一つは寺澤芳雄監修「英語学文献解題」全9巻
（研究社）の第1巻『言語学1』（1998）であった。これは近代言語学の誕
生（1786年、Sir　William　Jonesはサンスクリット語・ギリシア語・ラテ
ン語が同系であることを発見した）から1995年Werner　Winter編On
Language　and　Languages（Mouton　de　Gruyter）までの言語学の古典50
点を解説し、約1000の文献をi）ストアップしたものである。私はその本の
扉にGiichiro　Maejirna（1904－1985），　Harushige　Kodzu（1908－1973），
Hisanosuke　Izui（1905－1983）in　memoriamと書いて、長年の学恩を表明
することができた。このシリーズは、最初、全1巻の予定で、1985年の編
集会議に13名が招待されてスタートしたのだが、原稿がなかなか出揃わな
かったので、寺澤先生は分冊刊行を決めたのだった。『言語学1』は一般言
語学、歴史比較言語学、言語地理学、言語類型論、世界の言語などを、『言
語学II』（唐須教光、慶応大学）はその他の言語学（社会言語学、意味論な
ど）を扱っている。
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　表題の10冊の本は初期の私に頭の栄養になってくれたものである。
1．藤原誠次郎「初年生のドイツ語」葛城書房、訂正改版18版、1948。中
　学2年の時に購入した本で、mein　erster　Deutschlehrerと奥付に書込み
　がしてある。
2．藤原誠次郎「初年生のフランス語」葛城書房、1951。この本は残念な
　がら紛失してしまったので、正確な書名と出版年は不明。同じ著者であ
　る点がすごい。私のフランス語の知識はほとんどこの本からきている。
　母音衝突hiatusなどという用語も本書で初めて学んだ。
3．乾輝雄「英独仏露四国語対照文法」冨山房、1935、再版1942。対照文
　法は1960年代にアメリカで盛んになったが、本書はそれよりもはるかに
　時代を先んじていた。高校2年の時に愛読し非常に多くを学んだ。
4．前島儀一郎「英独比較文法」大学書林、1952。
5．高津春繁「比較言語学」岩波全書、1950。
6．泉井久之助「言語構造論」創元社、1947。私にとって汲めども尽きぬ
　知識の源泉になった。
7．メイエ・コーアン編、泉井久之助訳編「世界の言語」朝日出版社、1954。
8．市河三喜「古代中世英語初歩」研究社、1955。
9．有坂秀世「音韻論」三省堂、1947。英独仏語の文献を縦横無尽に駆使
　していた。前島先生や高津先生と全然異なる分野なのに、すごいと思っ
　た。本書からTrubetzkoyに興味を抱いた。
10．Bernard　Pottier：Pr6sentation　de　la　linguistique（Paris，1967）わず
　か78頁の小冊子だが、1頁が本1冊にも匹敵するほど内容豊富。私には
　言語学の百科事典とも映る。著者の専門はロマンス語と構造的意味論。
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